
工賃向上計画書（通期） 参考様式  

                      作成日：令和２年４月１日 

 

令和２年度 工賃向上計画書 

事業所（施設）名 梅香園 事業種別 就労継続支援B型 

平均工賃の推移 

前々年度（平成30年度）実績 前年度（令和元年度）実績 

期 上半期 下半期 通期 期 上半期 下半期 通期 

月額 17,918 22,666 20,392 月額 15255 18097 16676 

時間額 142 180 162 時間額 121 144 132 

平均工賃の目標 

今年度（令和２年度）目標 令和３年度以降の目標 

期 上半期 下半期 通期 期 R２年 R３年 R４年 

月額 20,790 21000 20895 月額 21,105 21,420  

時間額 165 167 166 時間額 167.5 170  

前々年度と比較 

した前年度の工 

賃支給状況 

支払総額 （ ）増加傾向 （ ）横ばい傾向 （ ）減少傾向 

延べ工賃支払対象者 （ ）増加傾向 （〇）横ばい傾向 （ ）減少傾向 

延べ勤務時間数 （ ）増加傾向 （〇）横ばい傾向 （ ）減少傾向 

平均 

工賃 

月額 （ ）増加傾向 （ ）横ばい傾向 （〇）減少傾向 

時間額 （ ）増加傾向 （ ）横ばい傾向 （〇）減少傾向 

昨年度の作業種 

目及び収入実績 

作業種目 前年度収入額 割合 傾向 

受託加工 2515千円 29％ 減少傾向 

自主製造・販売 1450千円 17％ 横ばい傾向 

仕入・販売 千円 ％  

飲食 千円 ％  

サービス 千円 ％  

他（施設外就労） 4680千円 54％ 横ばい傾向 

前年度に工賃向 

上に効果を上げ 

た具体的な事項 

受託加工の売り上げが若干増加したことで、施設外就労先での作業種が増えたこと。 

工賃向上のため 

にクリアーしな 

ければならない 

課題事項 

（複数回答可） 

（ ）販売品に魅力がない （〇）販売品種が少ない 

（ ）販売先が限られている （ ）立地条件が悪い 

（〇）受注単価が安い （△）多量の注文が受けられない 

（ ）他事業所とのネットワークがない 

（ ）職員の作業負荷増大 （〇）利用者の作業負荷増大 

（〇）職員のコンセンサス （○）利用者特性 

（ ）その他（                          ） 

優先的にクリアー 

しなければならな 

い課題の具体的な 

内容と対応策 

目標達成には、自主製品のコンスタントに生産量をアップすることと販路を広げること

が必要。また、利用者の特性を考慮してレベルアップを図っていく必要がある。 

今年度計画し 

ている改善策 

（複数回答可） 

（ ）品質の向上 （〇）販路開拓 （ ）新商品開発 

（ ）他事業所とのネットワーク化 （〇）内部努力 

（〇）作業種目の見直し   （〇）職員の意識啓発 

（ ）神奈川県工賃向上支援事業への積極的な参加 

（ ）その他（                          ） 

今年度計画して 

いる改善策の具 

体的な内容 

・利用者のできることを増やしていくこと（レベルアップ） 

・施設外就労については、作業内容を見直し作業項目を増やす。 

 



工賃向上計画書（下半期） 参考様式  

                      作成日：令和 ２年１１月1 日 

 

令和２年度 下半期 工賃向上計画書 

事業所（施設）名 梅香園 事業種別 就労継続支援B型 

平均工賃の推移 

前々年度（平成30年度）実績 前年度（令和元年度）実績 

期 上半期 下半期 通期 期 上半期 下半期 通期 

月額 17,918 22,666 20,392 月額    

時間額 142 180 162 時間額    

今年度平均工賃の

上半期実績と  

下半期目標 

今年度上半期実績と下半期・通期目標 平成３年度以降の目標 

期 上半期実績 下半期目標 通期目標 期 R２年 R３年 R４年 

月額    月額 21,105 21,420  

時間額    時間額 167.5 170  

目標と比較し  

た上半期の工  

賃支給状況 

項目 対目標値 目標値からの差異発生の要因 

支払総額 ％  

延べ工賃支払対象者 ％  

延べ勤務時間数 ％  

平均 

工賃 

月額 ％  

時間額 ％  

上半期平均工  

賃目標未達成  

の要因分析 

 

（目標未達成の場合） 

支払対象者が見込み数よりも増加したため達成できなかった。 

優先的にクリ  

アーしなけれ  

ばならない課  

題の具体的な  

内容と対応策 

新規利用者のスキルアップを図り、工賃アップにつなげる。 

上半期に工賃向 

上に効果を上げ 

た具体的な事項 

施設外就労において、作業項目の見直し、新規作業を開拓したことで新たに契約内容を

増加するjことができた。 

下半期におけ  

る、目標達成  

に向けた対応策 

年末に向けた自主製品作りに力を注ぐことで収入アップを図っていきたい。 

 


